
大手前大学との連携により「救急車適正利用」ＰＲ動画を制作 

学生の視点を生かした作品が完成、１月２９日、３０日に映画館にて上映 

 
１ 概 要 

尼崎市消防局は、令和３年４月に大手前大学と連携事業に係る覚書を締結し、大手前大

学 建築＆芸術学部 映像・アニメーション専攻の学生とともに「救急車適正利用」に関

する動画の制作に取り組みました。 
４年の学生７人が、在学中の集大成となる「卒業制作」として取り組み、６作品が完成

したため、上映会を開催します。 
 
２ 卒業制作作品上映会 

 ⑴ 日 時：令和４年１月２９日（土）、３０日（日） 
       ※ いずれの日も１１時～、１６時～の２回上映（１回の上映は約９０分） 
 ⑵ 会 場：シネマ神戸（神戸市兵庫区新開地６丁目２−２０ リフレ神戸） 
 ⑶ 入場料：無料 

※ 人数制限を行っており、定員を超えた場合、入場をお断りすることがあ

ります。 
⑷ その他：主催は大手前大学 

建築＆芸術学部のうち映像・アニメーションを専攻する学生が制作した動

画を上映、上映作品のうち６作品が「救急車適正利用」に関する動画です。 
 
３ 担当者 

⑴ 尼崎市消防局：救急課 救急指導担当 中西（連絡先：06‐6481‐3966） 
⑵ 大手前大学：アドミッションズオフィス 島、藤本（連絡先：0798‐36‐2532） 

  ※ 上映会当日、現地での取材対応日時は次のとおりです。 
    ⇒ １月２９日（土）１０時３０分～１３時００分 
 
４ 連携事業実施までの経緯 

  尼崎市消防局では、年々増加傾向にある救急需要に対して限られた救急車（１０台）で

対応しています。救急要請の中には緊急を要さない事案も見受けられることから「救急車

適正利用」を広報する手段について模索していました。一方、大手前大学では、国際看護

学部の学生に対して「プレホスピタルケア（病院前救護）」の実態について学習させる機

会を模索されていました。こうした中、社会連携活動を推進する大手前大学からのご理解

を賜り、官学連携事業が実現、救急車適正利用ＰＲ動画制作のほか、令和３年６月に尼崎

市消防局において大手前大学国際看護学部の学生を対象とした見学実習を実施しました。 
 
５ 各動画（６作品）キャプチャー画像 
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